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概 況

1 取扱高

(1)年間取扱高

声
平成 11年中 (1月5日から 12月30日、開市日数 272日）の

総取扱数量は、 716,173tで前年比 100.1％で僅かながら前年を上回

り、総取扱合額は、 662,496百万円で前年比 99.6％と僅かに前年を

下回った。

総平均価格は、前年に比べ 5円安の 925円となった。

取扱数量と平均価格を大分類別に比較すると、次のとおり。

直
まぐろ（国内）、まいわし、するめいかが増加し、はまち（養殖）、

しろさけ、さんまが減少したが、取扱数量は 195,106tで前年比 103.4

％、平均価格は 25円安の 950円となった。

直
かんぱち、またいが増加し、はまちが減少したが、取扱数量は 16344

tで前年比 103.7%、平均価格は 76円安の 1,433円となった。

匡
生鮮・冷凍ともに前年を下回り、取扱数量は 52,989 tで前年比

96.9%、平均価格は 18円安の915円となった。

生鮮貝類では、あか貝、むきかきが増加し、ほたて貝、あか貝、

むきほたて只が減少した。

詞
たこ、ぎんたら、えび類が増加したが、めばち、するめ（国内）、

ぎんさけが減少し、取扱数量は 179,196tで前年比 98.6%、平均価

格は 19円安の 1,112円となった。

冥
あゆ、うなぎが減少し、冷あゆが倍増したが、取扱数最は 2,779

tで前年比910%、平均価格は 103円安の 1,350円となった。

口
生こんぶが減少し、わかめが生、塩とも増加、取扱数量は 7,664

tで前年比 95.1%、平均価格は 20円安の 462円となった。

厚
惹干製品類、焼物製品類が増加し、塩蔵品類、塩干品類、素干品

類が減少、取扱数量は 262,096tで前年比 99.5%、平均価格は 7円

安の 758円となった。

(2)月別取扱高

- 1月

*直|取扱数量 l3,357 t （対前年比 98.3 %) 

平均価格 1,047円( II 33円安）

取扱数量では、まぐろ類は、めじが倍増、めばちの国内物

が44％増加、輸入物が 15％減少したが、類計では前年並み。

圭は、九州、山陰からの中型が主体で6％増。立旦は、九

州物が主体で 12％減となった。まいわしは、前半は近海物主

体に入荷が少なく、後半は東海、関西からの入荷が加わったが 6

％の減少。するめいかは、九州、山陰物主体で 18％減と過去

5年で最低の入荷となった。旦圭上少は 4％増加。と上整は 12

％減少、あんこうは 21％減となった。平均価格では、圭＄五

型は、めじが入荷増から 28％安、めばちの国内物が 8％高、

輸入物が II％安となった。まあじは 6％安。立旦は 7％高。

まいわしは 17％安となった。するめいかは 5％高。旦圭土は9

％安。と上箆は 15％高。あんこうは前年並みとなった。

*戸|取扱数量 1,264 l （対前年比 113.2 %) 

平均価格 1,379円( 11 194円安）

取扱数量では、かんぱちが 40％増、またいが 23％増、と

年は前年並みとなった。平均価格では、些な三が 16％安、

かんぱちが 16％安、圭迄止が 22％安となり、全体では 12% 

安となった。

*匡|取扱数量 4,530 t（対前年比 96.9 %) 

平均価格 902円( 11 16円高）

く生鮮貝類＞

取扱数量では、あさりが II％減、ほたて貝が 3％減、む立

ほたて貝が 12％減となり、空立が 8％増、むきかきが 7％増

となったものの、生鮮貝類全体では 4％減となった。平均価

格では、あさりとむきほたて貝が 4％高、あか貝が 6％高と

なり、ほたて貝が 10％安、むきかきが4％安となったものの、

生鮮貝類全体では 3％高となった。

く冷凍貝類＞

取扱数量は、 3％増加。平均価格は、 4％安となった。

＊詞 1取扱数量 11,895 t （対前年比 91.1%) 

平均価格 1,095円( II 4円高）

取扱数量では、まぐろ類は、ほんまぐろが 37％増、印度ま

ぐろが 6％増となったものの主力のめばちが II％減となり、

煩計では 4％減となった。と立座は、もんこういかが 16％減、

するめいか（国内）が 8％減となり、類計では 14％減。庄狂

直は、からすかれいが 82％の大幅減少に加え、あさばかれ

いも 26 ％減となり、類計では 52％減となった。さけ•ます類

は、しろさけが加工向けなどアラスカ産の扱いが多くなり 2.7

倍と膨らんだものの、べにさけが供給減と高値警戒から 74% 

減、ぎんさけがチリなどの現地価格高償の影響を受け 35％減

少し、類計では 24％減となった。えび類は、主力のインドネ

シアが 12％減、インドも 37％減少し、類計では 6％減となっ

た。ぎんたらは 52％増。立旦は、潤沢な入荷と値ごろ感から 45

％増加した。迄三は 21％減少した。平均価格では、まぐろ類

は、めばちが前年並み、印度まぐろが 10％安、類計では前年

並みとなった。いか類は、するめいか（国内）が 54％高、類

計では前年並み。かれい類は、あさばかれいが9％安、入荷減

からからすかれいが倍の俯を付け、類計でも 15％高となった。

さけ•ます類は、しろさけが 17 ％嵩、ぺにさけ、ぎんさけが

それぞれ 64%、28％と値を上げ、類計でも 19％高となった。

土竺壁は、インドネシアが 20％安、インドが 29％安と総じて

安く、類計でも 16％安となった。ぎんたらは 23％安。立区は21

％安。とは 14％安となった。

＊言 1取扱数量 l8,523 t（対前年比 953%) 

平均価格 709円( II 2円高）

取扱数量では、塩蔵品類は、塩あきさけが 58％減、塩べに

さけが 43％減、すけこが 37％減となり、塩しろさけが 85% 

増、いくらが 57％増となったが、類計では 7％減となった。

塩干品類は、丸干いわしが 31％減、開干あじが 13％減、開干

さんまが 21％減となり、類計でも 13％減となった。煮干製品

壁は、煮干いわしが 23％増、しらす干が 12％増となり、類計

でも II％増となった。練製品類は、かまぽこが 17％減、揚物

がII％減となり、類計でも II％減となった。平均面格では、

塩蔵品類は、塩あきさけが 20％安となったものの、塩べにさ

けが 45％高、塩ぎんさけが 21％高、すけこが 8％高となり、

類計でも II％高となった。塩干品類は、開干さんまが 10％高、

類計では前年並み。煮干製品類は、しらす干が 8％安、類計で

は 10％安となった。練製品類は 4％安。湯煮品類は、煮たこ

が 12％安、類計では前年並みとなった。
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- 2月一

*[]  1 :::: 14:6:91心（（対が年比 120：ょ：：
取扱数量では、まぐろ類は、まぐろとめばちの輪入物がそ

れぞれ 22％減となったが、めじが 3倍、めばちの国内物が 63

％の増加となり、類計では 2％の増となった。圭些上は、九州

からの中型を主体に 14％増加。立旦は、九州物が主体で28% 

増。まいわしは、近海物が主体で4％増。するめいかは、九州、

山陰物を主体に、前半はシケの影響で少なかったが後半は潤沢

な入荷となり 37％増となった。はまちは 9％減。と上堅は 8

％減となった。平均価格では、まぐろ類は、入荷増からめじ

が 19％安、めばちの国内物が 13％安となり、まぐろの輸入物

が 18％高となったものの、類計は 4％安となった。まあじは 7

％安。立昼は 15％安。まいわしは 13％安。するめいかは 8%

安。はまちは 7％嵩。迄ら壁は32％高となった。

＊直 1取扱数量 l,176 t （対前年比 l06.9%) 

平均価格 1,407円( II 7)円安

取扱数量では、またいが 8％増、かんぱちが 38％増となり、

あなごが 10％減、はまちが 7％減となった。平均価格では、

とが 7％安、またいが 17％安、はまちが 5％安、生ム旦

立が 16％安となり、全体でも 5％安となった。

＊~I 取扱数量 4,663 t（対前年比 99.5%) 

平均価格 865円( II 65円高）

く生鮮貝類＞

取扱数量では、些立立が 5％減、はまぐりが 10％減、些主

空足が 40％減となり、空立が 26％増、むきかきが 14％増と

なったが、生鮮貝類全体では 2％減となった。平均価格では、

あおやぎが 60％高、はまぐりが 15％高、むきかきが 14％高

となり、生鮮貝類全体でも 10％高となった。

く冷凍貝類＞

取扱数量は、 13％増加。平均面格は、 7％安となった。

＊國 1 取扱数量 13,729 t（対前年比 103.4%) 

平均価格 1,029円( II 6円安）

取扱数量では、まぐろ顆は、ほんまぐろが 43％増、印度ま

ぐろが II％増となったが、めばちが 19％減となったため、類

計では 12％減となった。いか類は、するめ（国内）が 21％減、

もんこういかが 63％増、類計では前年並み。かれい類は、主

カのあさばかれいがロシア産の入荷が順調に推移し安値好感か

ら 36 ％増となり、類計でも 20 ％増となった。さけ•ます類は、

しろさけが 2.5倍と 1月に引き続き高水準の取引となり、ぎん

さけもチリ産の謂沢な入荷を受け 42％増、べにさけだけが供

給減と高値警戒から 70％減となり、類計では 25％増となった。

土は、主力のインドネシアが 34％増、インドが II％減、

類計では 5％増。生に壁は 17％増。迄三は 6％増となった。

平均価格では、まぐろ類は、印度まぐろが 4％安、きわだが 13

％高、めばちが 10％高、類計では 16％高となった。いか類は、

するめ（国内）が 43％高、もんこういかが 9％安となり、類

計では前年並み。かれい類は、あさばが 16％安、類計でも 13

％安。さけ•ます類は、しろさけが 26 ％安となったものの、

べにさけが 50％高、ぎんさけが 38％南となり、類計でも 21

％高となった。えび類は、インドネシアが 22％安、インドが 28

％安、類計でも 18％安となった。こ三は 13％安となった。

*阿|取扱数量 20,137 t（対前年比 101.3%) 

平均価格 705円( II 7円安）

取扱数量では、塩蔵品類は、塩あきさけが 39％減、塩べに

さけが 19％減、すけこが 26％減となったが、塩しろさけが 38

％増、いくらが 41％増、さらに塩かずのこが加工向けとして

安値品の販売がまとまりこの時期としては極めて多い 9倍の取

り扱いとなり、類計でも 7％増となった。塩干品類は、開干あ

じが 7％減、開干さんまが 12％減、丸干いわしが 15％増、開

干さばが 18％増、類計では前年並み。煮干製品類は、しらす

干が lO％増、類計では 7％増。焼物製品類は、 26％減。翌王

麟は、干するめ（国内）が 31％減、類計でも 6％減。匪堅

疇は 4％減。平均価格では、塩蔵品類は、塩あきさけが 12

％安、すじこが 11％安、塩かずのこが 78％安となったが、塩

べにさけが 35％高、塩ぎんさけが 37％高となり、類計では 3

％高となった。塩干品類は、丸干いわしが 11％安、開干さば

が7％安、開干さんまが 8％高となったが、類計では3％安と

なった。焼物製品類は 10％店。湯煮品類は、煮たこが 13％安、

類計では4％安となった。

- 3月

＊直：；ん門年比 l:̀:)) 
取扱数量では、まぐろ類は、まぐろの国内物が 63％増、輪

入物は 52％減、めばちの国内物が 24％増、輸入物が 22％減、

きわだ（輸入）は倍増、類計では 16％減となった。圭立Lは、
几州、紀州物の中型を主体に 26％増加。立旦は、九州、近海

物の大型主体に 4％増加。まいわしは、前半は近海物、後半は

山陰物を主体に 18％増加。するめいかは、九州、山陰物を主

体に 18％増加。はまちは 28％減。企2担は九州物の大型が主

体で 6％増加した。平均価格では、まぐろ類は、まぐろの輸

入物が入荷減から 48％高、きわだの輪入物が 46％嵩、類計で

も13％高となった。まあじは 15％安。立旦は前年並み。圭ビ

麟は 37％安。するめいかは前年並み。はまちは 21％高。空

辛は前年並みとなった。

＊冥 1取扱数景 l,463 t （対前年比 109.0%) 

平均価格 1,437円( /I 72円安）

取扱数量では、あなごが前年並み。かんぱちが 44％増、圭

迄止が 4％増としたがはまちが 19％減少した。平均価格では、

あなごとはまちが 6％高となったが、かんばちが 19％安、圭

迄止が 10％安となり全体では 5％値を下げた。

＊匡三日 1取扱数最 5,035 t（対前年比 103.7 %) 

平均価格 890円( 11 58円高）

く生鮮貝類＞

取扱数量では、はまぐりとあ空且が 12％増、むきかきは 29

％増、あおやぎが 14％減となったが、生鮮貝類全体では 3%

増となった。平均栖格では、はまぐりが 13％喬、む企旦が 10

％高、あおやぎが 21％高、むきかきが 7％渇となり、生鮮貝

類全体でも 7％高となった。

く冷凍貝類＞

取扱数量は、 11％増加。平均価格は 3％嵩となった。

＊三~1 取扱数量 l6,443 t （対前年比 98.9%) 

平均価格 1,054円( II 16円高）

取扱数量では、まぐろ類は、印度まぐろが 10％増、きわだ

が 28％増、びんながも 3.2倍としたが、供給最の減っている

めばちが 10％減となり、類計では前年並みとなった。いか類

は、するめ（国内）が高値警戒から模様眺めの商いとなり 20

％の減、もんこういかも 25％減、むきいかが 45％増、類計で

は9％減。さけ・ます類は、しろさけが普段少ないカナダ産が

加工用に出回り 81％増、品不足で単価嵩のぎんさけが 29％減

となり類計では 10％の減となった。冬竺壁は、主力のインド

ネシアが単価安から 30％増、インドが 22％減、類計では 7%

増。立に整は 21％増。ぎんたらは、値ごろ感から順調な荷動

きが続き 43％増。立旦は 16％増。迄三は、安値で推移し 10
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％増。平均価格では、まぐろ類は、めばちが 11％病、ほんま

ぐろが 10％高、きわだが 15％高、びんながが 7％高、類計で

も6％面となった。虻空甕は、するめ（国内）が 35％裔、む

きいかが 10 ％安、類計では前年並み。さけ•ます類は、しろ

さけが 14％高ぺにさけが 24％高、ぎんさけが 34％高とな

り、類計でも 26％高となった。土立塁は、インドネシアの 21

％安、インドの 17％安、類計でも 14％安。ぎんたらは 19% 

安。立旦は 21％安。迄三も 16％安となった。

*[  1 :::: 22:i5：ょ（（対：年比 1030心;
取扱数量では、塩蔵品類は、塩しろさけが解凍物の出回り

多く 39％増、原料不足の塩あきさけ、塩べにさけ、塩ぎんさ

けがそれぞれ32%、36%、38％減、いくらが北米産などの輸

入物が潤沢に出回り 41％増、類計では前年並み。塩干品類は、

開干さんまが 17％減、開干さばが 10％減、類計でも 6％減。

煮干製品類は、こうなごが 20％増、類計でも 9％増となった。

焼物製品類は 27％減。素干品類は 13％減となった。平均価

格では、塩蔵品類は、塩しろさけが 6％安となったが、塩ベ

にさけが 52％高、塩ぎんさけが 43％面、塩あきさけが 20% 

萬、いくらも 4％高となり、類計でも 9％高。塩干品類は、開

干さんまが 10％高、開干さばが 8％安、類計では前年並み。

煮干製品類は、こうなごが 7％高、類計でも 7％高。焼物製品

壁は、 7％高。湯煮品類は、煮たこが 14％安、類計でも 6%

安となった。

- 4月 一

*[1  :::: 1げ：：l：ふ：対：年比 1:,;;))) 

取扱数量では、まぐろ類は、まぐろの輸入物が 33％増とな

ったが、めばちの国内物が 30％減、輸入物も II％減、印度ま

ぐろが 46％減となり、頬計では前年並みとなった。まあじは、

九州物中型主体に前年並み。立旦：は、九州、近海物大型主体で3

％増。まいわしは、山陰、北陸、近海物主体に 24％増。主ゑ

竺竺生は、山陰、北陸物主体で後半まとまり 12％増。かつお

は、九州物大型主体で 20％減。はまちは 37％減。平均価格

では、まぐろ類は、まぐろの国内物が 20％安、めばちの国内

物が 34％高、輸入物が 3％安、類計では 3％安となった。全

旦は 7％高。まいわしは 31％安。するめいかは 7％安。た2
担は30％高。旦圭立は 23％高となった。

図1-1 総取扱数旦の動き
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＊ 直 1 取扱数星 l,453 t （対前年比 1060%) 

平均価格 1,363円( " 57円安）

取扱数量では、かんぱちが 44％増、またいが 5％増、庄圭

上が 29％減、ひらめが 6％減となった。平均価格では、昼圭

立が 13％高、あなごが 8％高、ひらめが 6％高としたが、生

んぱちが 18％安、またいが 8％安となり全体では 4％安とな

った。

*宣|取扱数量 4,409 t（対前年比 96.8 %) 

平均価格 893円( II 37円高）

く生鮮貝類＞

取扱数量では、はまぐりとあか貝が 6％増加、さざえが 16

％減、あおやぎが 33％減、むきほたて貝が II％減となり、生

鮮貝類全体では 4％減となった。平均価格では、はまぐり、

疇、ほたて貝が 5％嵩、さざえが 14％高、あおやぎが 45

％高となり、生鮮貝類全体でも 5％高となった。

く冷凍貝類＞

取扱数量は、 4％増加。平均価格は、前年並み。

吋五~I 取扱数蓋 17,476 t（対前年比 101.2%) 

平均価格 1,057円( 11 15円高）

取扱数量では、まぐろ類は、きわだが 59％増、主力のめば

ちが漁況が悪く在庫も前年より少ないため 18％減となり、類

計でも 12％の減となった。止生壁は、するめの国内物が、 21

％減となったが、大型連休を控えむきいかが 38％増と扱いを

伸ばし、類計でも 8％増加。かれい類は、単価の安いあさばか

れいが 15 ％増、類計でも 10 ％増。さけ•ます類は、荷動きが

低調で単価高のべにさけとぎんさけがそれぞれ 45％減、 40% 

減、代替品としての引き合いからしろさけが 57％増、ますの

すけが 4.3倍となったが、類計では 8％の減。孟墜壁は、荷動

きが好調に推移し、主力のインドネシアが 18％増、インドが 9

％増、類計も 17％の増。さばは 36％増。たこは、安値推移に

より扱いが好調で 40％増。ぎんたらは 79％増となった。平

均価格では、まぐろ類は、めばちとほんまぐろが 15％高、類

計も 12％高となった。いか類は、するめいかの国内物が 38% 

高むきいかが 15％安、もんこういかが 8％安、類計では前

年並み。かれい類は 5％高。さけ•ます類は、しろさけが 43

％高、べにさけが 44％裔ぎんさけが 29％面となり、類計で

も22％高。孟竺壁は、インドネシアが 19％安、インドが 32
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図1-2 総平均価格の動き
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固2-1 鮮魚取扱数屈の動き 図2-2 鮮魚平均価格の動き
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％安、類計でも 16％安。全旦は20％安。ぎんたらは 16％安。

こは 17％安となった。

＊言 1取扱数量 23,109 t （対前年比 99.0%) 

平均価格 759円( II 26円高）

取扱数量では、塩蔵品類は、在庫薄と単価高などから塩あ

きさけが 44％減、塩ぺにさけが 47％減、塩ぎんさけが 43% 

減となり、塩しろさけが 5％増、いくらが 12％増、すけこが 9

％増となったものの、類計では 8％減。塩干品類は、 OO干さん

まがJO％減、類計でも 14％減となった。煮干製品類は、惹千

いわしが 11％減、こうなごが 37％減、しらす干が 40％増、

類計では 6％増。焼物製品類は5％減。素干品類は、干するめ

（国内）が 39％減、類計でもJO％減。湯煮品類は、煮たこが 13

％増、煩計でも 5％増。平均伍格では、塩蔵品類は、塩あき

さけ、塩しろさけ、塩ぺにさけ、塩ぎんさけがそれぞれ 79% 

高、 7％高、 45％高、 50％私、いくらが 3％安、類計では 15

％而となった。塩干製品類は、開干さんまが 12％高、類計で

もII％高。煮干製品類は、煮干いわしとこうなごが 11％布、

類計でも 7％高となった。素干品類は、干するめ（国内）が 16

％高、類計でも 3％高。湯煮品類は、煮たこが 16％安、類計

でも 4％安となった。

- 5月一

*直|取扱数量 l5,555 t （対前年比 103.8%) 

平均価格 922円( II 31円安）

取扱数量では、まぐろ類は、まぐろの国内物が 30％減、め

ばちの輪入物が 14％減、まぐろの輪入物が 81％増、きわだの

国内物が 82％増、類計は 17％の増加。まあじは、九州、近海

物の中型が主体で 7％増。立旦は、九州、四国、近海物の大型

が主体で 2％減。まいわしは、山陰、日本海、近海物が主体で 7

％増。するめいかは、山陰、北陸物の小型主体に 35％の増加。

坐2担は、前半は九州物大型、後半は近海、常終物中型を主体
に8％の増加。旦圭土は32％減。またい（養殖）は36％増と

なった。平均価格では、まぐろ類は、めばちの輸入物が 3% 

高のほかは、まぐろの国内物が 5％安、きわだの国内物が 14

％安、類計でも 14％安。圭差上は 6％安。立旦は 10％高。圭

平は 15％安。するめいかは 12％安。空2担は前年並み。

叫は27％高。またい（養殖）は9％値を下げた。

200 

゜1 2 3 4 5 6 7 B 9 10 11 12月

＊ 直 1取扱数嚢 l,402 t （対前年比 l035%) 

平均価格 1,347円( II 61円安

取扱数量では、かんぱちが 36％増、またいが 6％増、差生

二が 5％減、竺土竺が 13％減となった。平均価格では、旦上

竺が 9％高、た三が 17％析、かんばちが 16％安、またいが II

％安とし、全体では4％安となった。

吐王亘］ I取扱数量 3,998 t（対前年比 88.0 %) 

平均価格 894円( II 53円高）

く生鮮貝類＞

取扱数量では、上Lみが 9％減、昼迄工が 14％減、空互冬・
が24％減、あおやぎが 45％減、むきほたて貝が 15％減少し、

生鮮貝類全体でも 12％減となった。平均伽格では、あさり、

亨が3％安、ほたて貝が 6％高、さざえが 8％高、あおや

妥が 42％麻、むきほたて貝が II％高となり、生鮮貝類全体で

は6％高となった。

く冷凍貝類＞

取扱数量は、 15％減少。平均価格は、 8％高となった。

＊~1 取扱数量 l5,139 t （対前年比 104.4%) 

平均価格 1,088円( 11 34円illi)

取扱数量では、まぐろ類は、めばちが沖漁の不振と供給過

多ぎみだった前年との比較ということもあり 12％の減、印度

まぐろも 12％減少した。一方、めばちの代替えとしての引き

合いからきわだが 3倍と増加したが、類計では5％減。虻企壁

は、するめ（国内）が、高値から扱いが見送られ 35％減とし

たが、新物の搬入がまとまったもんこういかが 77％増、むき

いかも 20％増加し、類計でも 6％増。さけ•ます類は、単価

高と在庫薄のべにさけが 35％減としたが、チリ産が活発な荷

動きを示したぎんさけが 15％増、しろさけが 47％増、類計で

も5％増となった。土互型は、インドネシアが 10％減、イン

ドが生産堵から 85％増、類計では 4％の増加。ぎんたらは 60

％増。迄三も引き続き高水準の扱いが続き 75％の増となった。

平均価格では、まぐろ類は、入荷減からめばちが 27％高、き

わだも 22％高とし、類計でも 14％高となった。いか類は、す

るめ（国内）が 34％高、もんこういかが 22％安、類計では 2

％安。さけ•ます類は、しろ、ぺに、ぎんさけが 74% 、 39% 、 23

％高となり類計でも 23％高となった。えび類は、インドが入

荷増から 34％安、インドネシアが 13％安、類計でも 10％安。

ぎんたらは 10％安。立旦は 18％安。迄三も 17％安となった。
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＊詞 1取扱数量 22,436 t （対前年比 102.6%) 

平均価格 746円( II 19円高）

取扱数量では、塩蔵品類は、引き続き単価高などから塩あ

きさけが 38％減、塩しろさけが 25％減、塩ぺにさけが 54% 

減、出ぎんさけが32％減とし、すじこが23％減少、類計でも 16

％の減となった。塩干品類は、開干あじが 3％減、 1l11干さんま

が 13％減、類計でも 7％減．，干製品類は、煮干いわしが 33

％減、こうなごが 52％増、 しらす干が 23倍となり、類計で

も87％増となった。素干品頬は、干するめ（国内）が 48％減、

類計でも 19％減。渇，品類は、煮たこが 21％増、類計でも 22

％増となった。平均価格では、屯蔵品類は、塩あきさけが 45

％間、塩しろさけと塩ぺにさけが 47％高塩ぎんさけが 30% 

高すじこが 17％高類計でも 23％高となった。塩干品類は、

開干さんまが 12％高、類計では前年並み。煮干製品類は、こ

うなごが 36％高、入荷増のしらすFが 17％安、類計では 3%

安となった。素下品類は、干するめ（国内）が 24％高、類計

では前年並み。湯煮品類は、煮たこが 16％安、類計でも 11% 

安となった。

6月

心エ：：＿呵芯門n]年比 l:2芦
取扱数量では、まぐろ類は、 一陸のまき網漁からの入荷が

昨年より約3週間早く始まりまぐろの国内物が 4.5倍、めじが

5.5倍となり、さらにまぐろの輪入物が 11％増、きわだ（国内）

が73％培と大幅に扱いを伸ばし、めばちの輪入物が 15％減と

なったが、煩計では 80％の増加となった。主全上は、九州、

紀州、山陰物中型主体に前年並み。立旦は、四国、九州、近海

物大型主体の入荷で 7％減。まいわしは、近海物を主体に 9%

増。するめいかは、 北陸物主体に後半北海物が加わり 38％増。

空辛1よ、前半が近海物、後半が＝．陸、常磐物主体の入荷で 4

％減。止上上は 58％減少。平均価格では、まぐろ類は、入荷

増からまぐろの国内物が 42％安、輸入物が 23％安、めじが 33

％安、きわだの国内物が33％安、めばちの輸入物が 14％安と

軒並み安く類計でも 29％安。圭些上は 4％高。立旦は前年並

み。まいわしは 20％安。するめいかは 24％安。生2担は 12

％高。叫は39％高となった。

図3-1 貝類取扱数尺の動き
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＊ 宣 1取扱数量 1,370 t （対前年比 991%) 

平均価格 1,334円( II 79円安）

取扱数量では、あなごが II％減少し、かんばちが39％増、

またいが 5％増となった。平均伍格では、あなごが 3％高、

かんぱちが 14％安、またいが 12％安となり、全体では 6％安

となった。

＊□ |取扱数量 3,900 t（対前年比 910 %) 

平均価格 893円( II 25円高）

く生鮮貝類＞

取扱数量では、ほたて貝が 19％減、さざえが 12％減、と

担空主が 36％減、むきほたて貝が 13％減少し、生鮮貝類全体

でも 6％減となった。平均価格では、上Lみが 4％安、旦迄
工且が 13％高さざえは前年並み、あおやぎが 32％高、立立

ほたて貝が 10％嵩となり生鮮貝類全体では 3％高となった。

く冷凍貝類＞

取扱数量は、 28％減少。平均伍格は、 12％高となった。

＊詞 1取扱数位 14,174 t （対前年比 95.9%) 

平均価格 1,093円( II 30円高）

取扱数量は、まぐろ類は、前年に比ぺ供給減のめばちが単

価高も響き 22％減、印度まぐろも 16％減となり、きわだが中

間品以下のめばちの代替需要でほぽ倍増となったが、類計では

17％減。いか類は、するめいか（国内）が割高感と生鮮物の

出回り増から 21％減、もんこういかが加工筋の大口買いや海

外需要を反映し 2.2倍に増加し、類計でも 12％増となった。

かれい類は、安値で需要を伸ばしたあさばかれいが 48％増、

アラスカ産の扱いが好調なからすかれいが倍増し、類計でも 36

％増。さけ・ます類は、単価高のぺにさけとぎんさけが荷動き

の減退から 64％減、 50％減と大きく落ち込んだ。これに対し、

引き合いの強まったしろさけが 3倍に増えたが、類計は 30% 

減となった。土旦型は、良品不足から搬入量が少なく、安値な

がら荷動きが後退した。主力のインドネシアが 21％減、イン

ドが 28％増、類計では 9％減。ぎんたらは 2.4｛名で今年の最

多数量。こ三は、依然好調で 54％増。平均価格では、まぐろ

壁は、ほんまぐろが 12％高、入荷減のめばちが 35％高、きわ

だが 33％高と総じて高く類計でも 20％高となった。と立慇は、

するめ（国内）が 22％高、もんこういかが 19％安、類計は 7

％安。かれい類は、あさばかれいが II％安、からすかれいが 30

％安、類計でも II ％安。さけ•ます類は、しろさけが 57 ％高、
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図4-1 冷凍魚取扱数蘭の動き

口9年

千トン
口10年
口,,年

25 

20................................................ 

15 ➔ • • • • • • • 

10 

5
 

゜ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

ペにさけが 31％高、ぎんさけが 17％高、類計でも 15％高と

なった。えび類は、インドネシアが 19％安、インドが 33％安、

類計でも 15％安。ぎんたらは、入荷増も前年並み。立旦は 12

％安．こ三は 18％安となった。

*冥|取扱数量 21,975 t （対前年比 101.8%) 

平均価格 708円( II J3円安）

取扱数量では、塩蔵品類は、引き続き良品が少ない割に単価

が高い塩あきさけが 49％減、塩べにさけが 41％減、塩ぎんさ

けが 40％減となり、すけこが 26％減、いくらが 24％増とな

ったが煩計では 19％減少した。塩干品類は、開干さんまが 15

％減、類計でも 5％減となった。森千製品類は、登干いわしが 29

％減、しらす干が 2.5倍に増え類計でも 78％増。焼物製品類

は32％増。素干品類は、干するめ（国内）が 59％減、煩計で

も21％減 湯煮品類は、煮たこが 13％増、類計でも 6％増と

なった。平均価格では、塩蔵品類は、塩あきさけが 90％高、

塩しろさけが 30％高、塩べにさけが 22％高、塩ぎんさけが 28

％高、すけこが 18％高、いくらが 6％安、類計では 20％高と

なった。塩干品類は、開干さんまが 12％高、類計では前年並

み。，干製品類は、煮干いわしが 5％高、入荷の多かったしら

す干が 38％安となり類計でも 23％安。焼物製品類は 10％安。

素干品類は、干するめ（国内）が 22％増、類計は前年並み。

場打品類は、煮たこが 18％安、類計でも 15％安となった。
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- 7月

＊辱：戸！占戸ー年比 l:`:) 
取扱数量では、まぐろ類は、まぐらの国内物が 52％増、輸入物

が 19％減、めじが 44％増、きわだの国内物が 3.2倍、めばちの国

内物が 27倍となり、類計では 27％増となった。まあじは、九州

物の中型が主体で 9％減。立旦は、神奈川、三陸、常磐物主体で前

年並み。まいわしは、近海物主体に 44％の増加。するめいかは、

北海、青森物主体で 44％増。空2主は、三陸、常努、近海物が主
体で 18％増。はまちは 54％の減少となった。 平均伍格では、圭

逗は、まぐろの国内物が 22％高、入荷増からきわだとめばち

の国内物がそれぞれ 14％安、 18％安となり類計では 4％安となっ

た。圭些上は 22％高。立旦は 8％高。まいわしは 30％安。主ゑ竺

虻立は 31％安。か2担は 4％高。昼よ立は 44％高となった。

＊宣 1取扱数嚢 I,322 t （対前年比 970%) 

平均価格 1,562円( 11 50円高）

取扱数量では、些な三が 9％減、かんぱちが 7％増、主主主が 22

％減、庄圭年s60％減、またいが 13％増となった。 平均価格で
は、あなごが 23％高、かんばちが 6％高、土主主が 12％高、旦圭

土が 32％高、またいが 12％安、迄三が 17％高となり、全体では 3

％高となった。

*互 |取扱数駄 3,979 t（対前年比 101.6 %) 

平均価格 928円( 11 18円.Oi)

く生鮮貝類＞

取扱数量では、あさりが 11％増、些立ゾしが 19％増、ほたて貝

が．43％減、さざえが 17％増、あおやぎが 19％減で、生鮮貝類全

体では前年並み。 平均伍格では、些立2が 3％安、しじみが 6%
安、あか貝が 11％安、ほたて貝が 14％高、さざえが 6％安、色担

空豆が 25％店で生鮮貝類全体では前年並みとなった。

く冷凍貝類＞

取扱数量は、 4％減少。 平均価格は、 II％高となった。

＊言 1取扱数量 l4,367 t（対前年比 907%) 

平均価格 1,159円( II 72円高）

取扱数量では、まぐろ頬は、めばちが供給減による高位の反動

から 12％減、印度まぐろも漁の端境期で 13％減となり、きわだが

30％増、ほんまぐろが 6％増となったものの、類計では 9％減と

なった。と空壁は、もんこういかが加工筋の買いが持続した模様で

37％増、類計でも 10％増となった。かれい類は、からすかれいが

アラスカ、ロシア産中心に 2.2倍に増加、あさばかれいが 22％減

となり、類計では 4 ％減。さけ • ます類は、在庫薄と高値が影響し、

しろさけが 59％減、べにさけが 79％減、ぎんさけが 50％減少し、

ますのすけのみ 94％増加、類計では半減した。土廷型は、盆需要

をにらんだ手当て買いが好調に推移、プラックタイガーに加えホワ

イトタイガーの伸びが目立ち、扱い主力のインドネシア 10％増、

インドも 48％増、北欧産主体のあかえびも 41％増加、類計でも 21

％増となった。ぎんたらは、扱いの多かった前月の反動もあり 6%

減。こ三は、末端消費が好調で堅調に推移し 15％増。 平均面格で

は、まぐろ類は、めばちが 23％高、印度まぐろが 5％高など全般

に高く類計でも 17％高。虻立遵iは、するめいか（国内）が 12％布、

もんこういかが 15％安、類計では 8％安。かれい類は、あさばか

れいが 14％安、からすかれいが 32％安、類計では前年並み。立旦

•ます類は、しろさけが 1 3 ％高、べにさけが 22 ％高、ぎんさけが 5
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％高、類計でも II％高。えび類は、あかえびが 16％安、インドネ

シアが 18％安、インドが 35％安と総じて安く、類計でも 20％安

となった。ぎんたらは 5％高。立昼は 21％安。迄三は 21％安とな

った。

＊宣 1取扱数量 21,254 t（対前年比 1006%) 

平均価格 768円( II 2円安）

取扱数量では、塩蔵品類は、塩あきさけが 62％減、塩しろさけ

が 27％減、塩べにさけが 31％減、塩ぎんさけがが 43％減、いく

らは、 0 （オー） 15 7騒動で扱いが停滞した前年の 2.2倍と例年

並に回復、すけこが 24％減、類計では 25％減となった。塩干品類

は、開干さんまが 14％減、類計では前年並み。煮干製品類は、し

らす干が 24％増、類計でも 10％増となった。焼物製品類は、蒲焼

うなぎが 79％増となり、類計でも 60％増。素干品類は 9％減。登

煮品類は、煮たこが 16％増、類計でも 7％増。平均価格では、皇

堅盈壁は、塩あきさけが 59％高、塩しろさけが 27％高、塩べにさ

けが 10％高、塩ぎんさけが 20％高、すけこが 22％高となり、類

計でも 28％高となった。塩干品類は、開干さんまが 12％高、類計

では前年並み。森干製品類は、しらす干が 36％安、類計でも 27% 

安となった。焼物製品類は、蒲焼うなぎが 23％安、類計でも 18% 

安。湯煮品類は、煮たこが 16％安、類計でも 13％安となった。

- 8月 一

*[  1 :::: 14::]よ（（対：年比 ：：］：： 
取扱数量では、まぐろ類は、三陸巻き網漁から潤沢な入荷のあ

ったまぐろの国内物が 2.5倍と増え、めじも 5.6倍、めばちの輸入

物が 15％減、類計では 21％の増となった。まあじは、九州、紀州、

東海物の中型を主体に 18％減少。立昼は、三陸、神奈川物を主体

に22％増。まいわしは、近海物が主体で 37％増。するめいかは、

北海、青森物を主体に 24％増となった。空2担は、三陸物の大型

主体に 13％減。はまちは 55％減。立ム圭は、 10日に棒受網漁が

解禁し、 20日に大型船（流し網漁）が出漁して本格的なシーズン

を迎えるも漁況は低調に推移して 40％減となった。平均価格では、

まぐろ類は、まぐろの国内物が 32％安、めじが 16％安、めばちの

輸入物が 5％高、類計では 8％安となった。まあじは 40％高。立

旦は 8％安。まいわしは23％安。するめいかは 25％安。はまちは 47

％高。立ム圭は 50％高となった。

図5-1 加工品取扱数鼠の動き
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＊工~1 取扱数呈 l,210 t （対前年比 1002%) 

平均価格 1,578円( II 7J円安）

取扱数量では、またいが 22％増、かんぱちが 4％増、すずきが 10

％減、旦圭立が 63％減となった。平均価格では、あなごが 15% 

安、またいが 14％安、はまちが 25％高、かんぱちが 13％高とな

り、全体では 4％安となった。

吐王王］ I取扱数量 3,303 t（対前年比 95.9%) 

平均価格 959円( II JO円高）

く生鮮貝類＞

取扱数量では、あさりが 3％増、あか貝が 7％増加し、ほたて

旦が 25％減、あおやぎが 32％減、むきほたて貝が 7％減となり、

生鮮貝類全体では 3％減となった。平均価格では、あおやぎが 27

％高、ほたて貝が 9％南、しじみが 5％安、あか貝が 22％安、生

鮮貝類全体では前年並みとなった。

く冷凍貝類＞

取扱数量は、 9％減少。平均価格は、 7％高となった。

*~I 取扱数量 l2,433 t（対前年比 876%) 

平均価格 1,160円( II 38円ifii)

取扱数量では、まぐろ類は、生鮮の出回り多く引き合いが減り、

類計では 15％減。減船などによる供給減からめばちが 18％減、閉

漁期の印度まぐろも 18％減となった。いか類は、するめ（国内）

が 18％減、もんこういかが 16％増、類計では 3％減となった。空

れい類は、あさばかれいが 14％減、アラスカ産が集中したからす

かれいが倍増し、類計では 10 ％増となった。さけ•ます類は、在

庫薄と高値続きが響き、しろさけが 50％減、べにさけが 66％減、

ぎんさけも 49％減、ますのすけだけが 4.3倍増と好調な荷動きを

示したが、類計では 45％減となった。えび類は、インドネシアが 16

％減、インドが 24％増、類計では 5％減。かに類は、荷動きが好

調で 48％増。ぎんたらは 30％減。こ二は 19％増となった。平均

価格では、まぐろ類は、めばちが 29％高、印度まぐろが 5％高、

類計でも 19％高となった。いか類は、するめ（国内）が前年並み、

もんこういかが 19％安となり、類計では 6％高。かれい類は、あ

さばかれいが 9％安、からすかれいが 15％安、類計でも 3％高。

さけ•ます類は、ますのすけが 18 ％高、しろさけが 12 ％尚、べに

さけが 19％安、ぎんさけが 3％安、類計では 7％安となった。土

竺壁は、インドネシアが 20％安、インドが 26％安となり類計でも

16％安となった。かに類とぎんたらは前年並み。迄三は 25％安と

なった。
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図5-2 加工品平均価格の動き
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＊厚 1 取扱数量 l8,242 t （対前年比 98.9%) 

平均価格 738円( II 28円安）

取扱数量では、塩蔵品類は、塩あきさけが 52％減、塩しろさけ

が40％減、塩ぎんさけが 31％減と大幅に落ち込み、塩ぺにさけの

み 20％増、いくらが 50％増、すけこが 29％減、類計では 14％減

となった。塩干品類は、開干あじが 8％減、開干さんまが 15％減、

類計でも 7％減，煮干製品類は、しらす干が 30％減、類計でも 28

％減となった。焼物製品類は、蒲焼うなぎが倍増し、類計も 76% 

増。素干品類は、干するめ（国内）が 44％減、類計でも 30％減。

湯煮品類は、煮たこが 22％増、類計でも 10％増となった。 平均

面格では、塩蔵品類は、塩あきさけが倍に値を上げ、塩しろさけ

が 18％高、塩ぎんさけが 4％高、塩ぺにさけが 5％安となり、い

くらが 3％安、すけこが 22％高、類計では 20％高となった。塩王

晶堅は、開干あじが 4％高、開干さんまが 13％高となり、類計で

は前年並み。煮干製品類は、しらす干が 27％安、類計でも 24％安。

焼物製品類は、蒲焼うなぎが 29％安、類計でも 22％安。素干品類

は、干するめ（国内）が 11％安、類計でも 5％安。湯芥品類は、

煮たこが 19％安、類計でも 12％安となった。

- 9月

*~ I取扱数量 18,984 t （対前年比 1049 %) 

平均価格 821円( II 47円安）

取扱数量では、まぐろ類は、まぐろの国内物が 4.2倍に増加、輸

入物が 45％増。めばちの国内物が 21％増、輸入物が 25％減。き

わだの国内物は 3.5倍に増加、輪入は 56％減、印度まぐろ（輸入）

が57％減、類計では 25％増となった。まあじは、九州、紀州、近

海物の中型を主体に人荷し 9％減少。立旦：は、八戸、三陸物の大型

主体に 6％減。まいわしは、近海、常磐物を主体に前年並み。土ゑ

めいかは、北海、青森物を主体に 15％増。はまちは 62％減。企2
圭は、二陸物の大型が主体で 55％増加した。さんまは、主漁場が

昨年に比べ北偏傾向にあり低調な漁が続いたが中旬以降漁況が上向

き、不振だった前年より 8％増加した。 平均価格では、まぐろ類

は、まぐろの国内物が 44％安、輪入物が 17％安、きわだの国内物

が27％安、めばちの国内物が 7％安、類計でも 14%安となった。

圭は 9％高。立旦は 8％高。まいわしは前年並み。するめいか

は 28％安。はまちは 38％高。かつおは 22％安。さんまは 6％高

となった。

＊直 1取扱数量 l,220 t （対前年比 102.5%) 

平均価格 1,525円( II 168円安）

取扱数量では、あなごが前年並み、かんばちが 6％増、またい

が 10％増加し、はまちが 24％減少した。 平均面格では、あなご

が24％安、すずきが 18％安、ひらめが 16％安、またいが 10％安

となり、旦圭上が 18％高となったが、全体では 10％値を下げた。

*宣|取扱数量 3,311 t（対前年比 92.2 %) 

平均価格 931円( 11 12円安）

く生鮮貝類＞

取扱数量では、あさりが 6％減、些立退しが 9％減、ほたて貝が 31

％減、さざえが II％減、あおやぎが 17％減、むきほたて貝が 13

％減となり生鮮貝類全体でも 10％減となった。 平均面格では、些

立上が 3％点、あか貝が 14％安、ほたて貝が 7％点、むきほたて

且が 4％高となり、生鮮貝類全体では前年並みとなった。

く冷凍貝類＞

取扱数量は、5％増加。 平均面格は前年並だった。

*詞|取扱数量 14,421 t （対前年比 101.2%) 

平均価格 1,085円( 11 23円安）

取扱数量では、まぐろ類は、ほんまぐろが 16％増加したが、沖

漁が板るわず供給の細っているめばちが 24％減、きわだも II％減

少となり、類計でも 16％減となった。いか類は、もんこういかが 19

％減、むきいかが 13％減、類計でも 9％減。かれい類は、あさば

かれいが 12％増、からすかれいもアラスカ、アイスランド産の入

荷増を受け 79％増、類計でも 17％の増加。さけ ・ます類は、生鮮

物に押され低調な荷動きが続き、べにさけが 34％減、ぎんさけが 5

％減。その中でますのすけが 62％増とした。類計では 15％減とな

った。えび類は、主力のインドネシアが生産減から 12％減、荷動

きが好調なインドが 2.8倍とし、類計では 21％の増となった。か

丘堡は 9％増。ぎんたらは 20％減。立旦は 10％増。迄三は、価格

が一段と下落し好調な荷動きとなり 61％増。平均価格では、圭土

五型は、めばちが 33％高、ほんまぐろが 7％高、きわだが 66％高、

類計でも 25％高となった。いか類は、するめ（国内）が 5％安、

もんこういかが 13％安、類計でも 8％安。かれい類は、あさばか

れいが 13％安、からすかれいが 21％安、類計では前年並み。立旦

• ます類は、しろさけが 34 % 、ぺにさけが 25 %、ぎんさけが 7 % 、

ますのすけが 18％とそれぞれ値を下げ、類計でも 13％安となった。

冬廷型は、インドネシアが 23％安、インドが 34％安、類計でも 17

％安。かに類は 6％高。ぎんたらは前年並み。立旦は 26％安。迄

三は 35％安となった。

＊疇 1取扱数羞 I9,979t （対前年比 97.4%) 

平均価格 734円( II 9円安）

取扱数量では、塩蔵品類は、塩あきさけが 15％減、塩しろさけ

が 13％増、いくらが 56％増、すけこは 21％減、類計では前年並

みとなった。塩干品類は、開干あじが 9％減、開干さんまが 22% 

減、類計でも II％減。煮干製品類は、煮干いわしが 41％増、しら

す干が 7％増、類計でも 10％増となった。焼物製品類は、蒲焼う

なぎが 91％増、類計でも 58％増。素干品類は、干するめ（国内）

が36％減、類計でも 20％減。練製品類は 9％減少。湯惹製品類は、

煮たこが 21％増、類計でも 6％増となった。 平均面格では、塩歴

疇は、塩べにさけが 13％安となったが、 塩あきさけが 24％高、

塩しろさけが 19％高、いくらは前年並み、すけこが 26％高となり、

類計でも 12％高となった。塩干品類は、開干さんまが 17％高、類

計では前年並み。煮干製品類は、しらす干が 32％安、類計でも 29

％安。焼物製品類は、蒲焼うなぎが 29％安、類計でも 19％安。翌

干品類は、干するめ（国内）が 5％安、類計でも 3％安。練製品類

が 4％安。湯煮品類は、打たこが 23％安、類計でも 15％安となっ

た。

- 1 0月一

*[[こ丞］ 1 ：:::  19,0::2心門竺年比 ；：心：：

取扱数量では、まぐろ類は、まぐろの輸入物が 44％増となった

が、めばちの輸入物が 16％減、きわだの国内物が平年並みの入荷

も扱いの多かった昨年との比較のため 74％減となり、類計でも 13

％減となった。まあじは、九州、紀州、近海物中型主体に 4％増加。

琴は、三陸、近海物大型主体で 13％減。まいわしは、近海、常

槃、関西、東海物主体に前年並み。するめいかは、北海、青森物主

体で 8％減。かつおは、三陸、近海物大型主体で 13％増。はまち

は 61％減、わらさは 1.71音となった。さんまは、北海、三陸物主

体で 4％増加。 平均価格では、まぐろ類は、まぐろの国内物が 29

％安、輪入物が 13％安、きわだの国内物が 33％衛、めばちの輪入

物が 10％高となり、類計では 14％高となった。まあじは 16％安。

碑は 4％高。まいわしは 3％安。するめいかは 6％安。空2圭は 19

％高。はまちは 23％高ね上立が 4％高。さんまは 16％高となっ

た。

＊宣 1 取扱数量 1,307 t （対前年比 100.7%) 

平均価格 1,504円( II 152円安）

取扱数量では、かんぱちが 6％増、またいがJI％増、ひらめが 22

％増加し、すずきが 15％減、はまちが 47％減、こ三が 10％減と

なった。 平均価格では、あなごが 13％安、主主主が 8％安、旦圭・



立が 8％高、またいが 13％安、竺上竺が 20％安、迄三が II％安

となり全体では9％安となった。

*尋|取扱数量 4,863 t （対前年比 94.8 %) 

平均価格 904円( II 27円安）

く生鮮貝類＞

取扱数量では、あさりが 9％増、あか貝が 9％増加。 1日に初

せりを行いシーズンを迎えたむきかきは 3％の増加。しじみが 10

％減、ほたて貝が 25％減、あおやぎが 14％減、むきほたて貝が 15

％減となり、生鮮貝類全体では 4％減となった。平均価格では、

差立2が 7％安、あか貝が 30％安、あおやぎが 8％安、むきかき
は、ほぽ前年並み、ほたて貝が 13％間、むきほたて貝が 7％高と

なり、生鮮貝類全体では 4％安となった。

取扱数量は、 14％減少。平均価格は、 8％高となった。

＊三~1 取扱数最 l5,208t （対前年比 l044%) 

平均価格 1,118円( II 5円蘭）

取扱数量では、まぐろ類は、ほんまぐろが 12％減、めばちが 8

％減、印度まぐろも 8％減となり、類計でも 11％減となった。と

空壁は、もんこういかが加工向け主体に扱いが膨らみ 57％増、類

計でも 11％の増加。かれい顆は、あさばかれいが 18％増、からす

かれいが 45 ％増、類計でも 25 ％の増。さけ•ます類は、しろさけ

が 63％増、ぎんさけが 16％咆、ますのすけも 36％増とさけは総

じて増えたが、ますが 81％減となり、類計では 6％の増となった。

土竺壁は、あかえびが 22％減となったが、インドネシアが 20％増、

インドが 5.6倍と 9月に引き続き順調に推移し、類計でも 36％増。

企丘堅は 17％増。ぎんたらは 74％増。立旦は、新物の入荷を控え

買い見送られ 19％減。こ三は、末端消費も好調で26％増となった。

平均filj格では、まぐろ類は、ほんまぐろが 14％高、きわだが 51

％布、めばちが 24％高、類計も 15％高となった。込立塁は、もん

こういかが 31％安、類計でも 17％安。かれい額は、あさばかれい

が 10 ％安、類計でも 6 ％安。さけ•ます類は、しろさけが 32 ％安、

べにさけが 33％安、類計でも 14％安。土立竪は、あかえびが 10

％高、インドネシアが 6％安、インドが 17％安、頚計では 4％安。

企丘型は 16％高。ぎんたらは 5％高。立旦は 19％安。迄三は 39

％安となった。

*[  1 :::: 22,:3686よ（（対：年比 ：：：：： 
取扱数量では、塩蔵品類は、塩あきさけが 28％増、塩べにさけ

が 32％増となり、塩しろさけが 45％減少、いくらが 45％増、す

けこが 18％減となり、類計では 4％増。塩干品額は、開干あじが 15

％減、開干さんまが 30％減、類計でも 9％減となった。煮干製品

堅は、しらす干が 27％減、類計でも 25％減。焼物製品類は、蒲焼

うなぎが 2.6倍となり、類計でも倍増した。練製品類は 4％減。翌

王は、下するめ（国内）が 34％減、類計でも 14％の減少。登

歪品型は、煮たこが 26％増、類計でも 8％の増加。平均甑格では、

塩蔵品類は、塩あきさけが 10％高、塩しろさけが 15％高、塩ぺに

さけが 19％安、いくらが 4％高、すけこが 18％高となり、類計で

は9％高となった。塩干製品類は、開下あじが 4％高、開干さんま

が 12％高、類計では前年並み。煮干製品類は、しらす干が 34％安、

類計でも 24％安となった。焼物製品類は、蒲焼うなぎが 45％安、

類計でも 35％安。索下品類は、干するめ（国内）が 5％安、類計

でも 5％安。練製品類は、揚物が 10％安、類計でも 5％安。塗歪

麟は、衣たこが 27％安、類計でも 16％安となった。

- 1 1月一

叶:DJI取扱数量 l7,636 t （対前年比 I 08.2 o/o) 

平均価格 937円( II 28円安）

取扱数量では、まぐろ類は、まぐろの国内物が 79％増、輸入物

が29％増、めばちの国内物が 11％増、びんながが倍増となったが、
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類計では前年並み。まあじは、近海、九州物の中型が主体で II% 

増。立旦は、三陸、日本海物が主体で 10％増。まいわしは、近海、

三陸、関西物が主体で 6％増。するめいかは、北海、青森物が主体

で73％の堵加。はまちは 33％減。さんまは、北海、三陸物主体で 7

％の減少。 11月末で終漁となったが 2年連続の不漁となった。

平均価格では、まぐろ類は、めばちの輸入物が 4％高、印度まぐ

ろが 24％高、めじが 22％高、まぐろの国内物が 35％安となり、

類計では 5％高。まあじは II％安。立旦は 7％面。まいわしは前

年並み。するめいかは 33％安。昼圭上は 15％高。立ム圭は 12% 

高となった。

＊宣 1::::  :]：：ょ戸：年比 l:::: 
取扱数量では、かんぱちが 17％増、またいが 20％増、ひらめ

が 24％増、迄三が 22％増となり、昼圭上しが 29％減となった。平

均価格では、はまちが 4％庫、かんぱちとまたいが 6％安、旦上

竺が 16％安、迄三が 7％安となり、全体では 4％安となった。

直 1取扱数屋 5,198 t （対前年比 102.2%) 

＊ 平均価格 936円( II 33円安）

く生鮮貝類＞

取扱数量では、あさりが 12％増、あか貝が 40％増、むきかき

が 8％増となり、ほたて貝が 9％減、むきほたて貝が 10％減、生

鮮貝類全体では 3％増となった。平均価格では、あさりが 6％安、

あか貝が 37％安、むきかきが 9％安、むきほたて貝が 10％高とな

り、生鮮貝類全体では 5％安となった。

く冷凍貝類＞

取扱数量は、 6％減少。平均価格は、 7％柘となった。

＊詞 1取扱数且 l4,763t （対前年比 loo.1 %) 

平均価格 1,134円( II 48円高）

取扱数量では、まぐろ類は、きわだが 18％増、めばちがわずか

だが今年に入り初めて前年を上回り 3％増、ほんまぐろが 5％減、

類計では前年並みとなった。いか類は、するめ（国内）が、生鮮物

の出回り多く 21％減、もんこういかが 28％減、類計でも 7％減。

かれい類は、からすかれいが小型中心のノルウェー産主体に 2.8倍、

類計では 8％減。さけ•ます類は、べにさけが 18 ％減、ぎんさけ

が30％減少し、しろさけが 32％増えたが、類計でも 5％減となっ

た。えび類は、あかえびが 17％減、インドネシアが 9％増、イン

ドが 65％増、類計では 15％の増加。かに類は、先月まで好調だっ

た加工筋の買いが細り煮たらばが 30％減、煮ずわいが 42％減、類

計でも 16％減となった。ぎんたらば50％増。立旦は 7％減。迄三

は、順調な漁獲と値下がりで引き続き活発な荷動きとなり 20％増

となった。平均面格では、まぐろ類は、ほんまぐろが 21％高、め

ばちが 13％嵩、きわだも 33％高とし、類計でも 8％高となった。

いか類は、するめ（国内）が 24％安、もんこういかが 11％安、類

計でも 7 ％安。さけ•ます類は、しろさけが 16 ％高、ぎんさけが 5

％高、ぺにさけが 32％安、類計では 8%安となった。えび類は、

インドが 8％安、インドネシアが 4％安、類計では前年並み。空丘

壁は、煮たらばが 34％高、煮ずわいが 26％高、類計でも 20％高。

ぎんたらは 14％布。立旦は 11％安。た三も 38％安となった。

*言|取扱数星 23,375 t （対前年比 101.4 %) 

平均価格 775円( II 20円安）

取扱数量では、塩蔵品類は、塩あきさけが漁獲の板るわないこ

．とから II％減、塩べにさけが 95％増、塩ぎんさけが 17％増、塩

かずのこが 28％減、類計では 3％増となった。塩干品類は、丸干

いわしが 37％増、開干さんまが 8％減、類計では前年並み。惹王

堅品壁は、煮干いわしが 24％減、類計でも 10％減。焼物製品類は、

蒲焼うなぎが 2.3倍、類計でも倍増した。素干品類は、干するめ（国
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内）が 22％減、類計でも 8％減。紬製品類は、揚物が 9％増、類

計でも 3％増。湯煮品類は、蕉たこが 31％増、類計でも 21％増と

なった。平均価格では、塩蔵品類は、塩あきさけが 9％安、塩ベ

にさけが 20％安、塩ぎんさけが 6％安、すじこが II％高、いくら

が 18％高、類計では 4％高となった。塩干品類は、丸干いわしが 7

％安、類計では前年並み。，干製品類は、煮干いわしが 5％高、し

らす干が 35％安、類計では 22％安となった。焼物製品類は、蒲焼

うなぎが 38％安、類計でも 29％安。素干品類は、干するめ（国内）

が6％安、類計でも 8％安。紬製品類は、揚物が 8％安、類計では 3

％安。湯煮品類は、煮たこが 29％安、類計でも 15％安となった。

1 2月一

*[  1 ::::  l:]：：ん戸：年比 ：：：：： 
取扱数量では、まぐろ類は、まぐろの輸入物が 38％増、めばち

の輸入物が 5％増、国内物が 13％減、びんながが 51％増、類計で

は 13％の増加となった。圭些上は、近海、九州物の中型主体に前

年並み。立旦は、九州、日本海、近海物主体で4％減。まいわしは、

近海、関西、三陸、東海物を主体に 11％増。するめいかは、北海、

青森、九州物主体で 36％増。はまちは 19％減少となった。平均

僅格では、まぐろ類は、まぐろの国内物が 51％安、輸入物が 10

％安、めばちの国内物が 14％安、輸入物が 5％安となり、びんな

がが 20％高となったが、類計では 10％安。まあじは 6％高。立旦

は 7％高。まいわしは 3％安。するめいかは 28％安。はまちは 13

％高となった。

＊工己 1取扱数量 l,758 t （対前年比 1026%) 

平均価格 1,423円( // 15円安

取扱数量では、はまちが 31％減少し、かんばちとまたいが 19

％増、とが 27％増となった。平均面格では、あなごが 8％高、

はまちが 6％高またいが 9％安、迄三が 27％安となり、全体で

は前年並みとなった。

*互|取扱数量 5,800 t （対前年比 98.2 %) 

平均価格 982円( II 4円高）

く生鮮貝類＞

取扱数量では、色立2ーが 4％増、しじみが 5％減、ほたて貝が II
％減、むきかきが 5％減、むきほたて貝が 17％減少し、生鮮貝類

全体では 4％減となった。平均価格では、あさりとしじみが 5% 

安、と立且が 15％安、ほたて貝が 4％安、むきかきが 7％高、立

きほたて貝が 18％高となり、生鮮貝類全体では前年並み。

く冷凍貝類＞

取扱数量は、 13％増加。平均面格は、前年並みとなった。

叶石~I 取扱数量 19,147 t（対前年比 103.3 %) 

平均価格 1,245円( II 2円高）

取扱数量は、まぐろ類は、ほんまぐろが在庫薄から 9％減、め

ばちが 3％増、類計では前年並み。いか類は、するめいか（国内）

が単価安から扱いが促され 30％増、もんこういかが在庫薄などか

ら40％減、類計では 27％増となった。かれい類は、からすかれい

がノルウェー産加工向け主体に 3倍に膨らみ、類計でも 21％増。

さけ・ます類は、しろさけが 18％減、べにさけが 8％増、ぎんさ

けが 5％増、類計では前年並み。土立堅は、円高による値下がりと

年末需要から扱いを伸ばした。加工籾の引き合いも強まったインド

が倍増、あかえびも 28％増、主力のインドネシアが 9％減、顆計

では 9％増。かに類は、煮たらばが 19％減、煮ずわいが 24％増と

なり、類計では 6％減。ぎんたらは、前月に引き続き好調な末端消

費に支えられ 30％の増加。と三は、依然好調で 26％増。平均面

格では、まぐろ類は、ほんまぐろが 29％高、きわだが 24％高、め

ばちが 7％高、類計でも 6％高となった。いか類は、するめ（国内）

が31％安、もんこういかが 8％安、類計でも II％安。かれい類は、

からすかれいが 29 ％安、類計では 12 ％高。さけ•ます類は、しろ

さけが 7％高、ぺにさけが 31％安、類計では 8％安となった。辛

廷堅は、あかえびが II％安、インドネシアが 5％安、インドが 7

％安、類計でも 5％安。企丘盤は、煮たらばが 18％高、煮ずわい

も5％高、類計でも 12％高。ぎんたらは 20％高。立旦は 14％安。

迄は 36％安となった。

*[  1 :::: ”9794よんげ：年比 ：：ょ：；
取扱数量では、塩蔵品類は、塩あきさけが 9％増、塩べにさけ

が 76％咆、塩ぎんさけが 25％増、塩しろさけが 38％減、すけこ

が35％減、いくらが 30％減となり、類計では 6％減少した。塩王

麟は、丸干いわしが 30％増、開干さんまが 21％減、類計では 7

％減となった。煮干製品類は、煮干いわしが 9％減、しらす干が II

％増、類計では前年並み。焼物製品類は、蒲焼うなぎが 78％増、

類計でも 53％増。素干品類は 4％減。練製品類は、揚物が 10％増、

類計でも 4％増。渤煮品類は、煮たこが 15％増、類計でも 4％増

となった。平均価格では、塩蔵品類は、塩あきさけが 17％安、塩

べにさけが 32％安、塩ぎんさけが 8％安、塩しろさけが 11％高と

なり、すけこが 33％高、いくらが 22％高、類計では前年並みとな

った。塩干品類は、丸干いわしが 9％安、開干さんまが 8％高、類

計では前年並み。煮干製品類は、打干いわしが 22％高、しらす干

しが 33％安となり、類計では 20％安。焼物製品類は、蒲焼うなぎ

が 37％安、類計でも 28％安。索干品類は、干するめ（国内）が 7

％安、類計でも 5％安。練製品類は、かまぽこが 6％安、揚物が 8

％安、類計でも 5％安。湯煮品類は、煮たこが 26％安、類計でも 15

％安となった。

2 主要品目の取扱高

(1) まぐろ類

生鮮物は、取扱数量が前年比 15％の増加で 18,905t、平均

価格では、 125円安の 1,525円となった。品目別に比較すると、

取扱数量では、まぐろの国内物が、三陸沖合のまき網漁が好漁

で前年を大幅に上回る水揚げを記録したことにより、潤沢な入

荷が続き 2.1倍となった。めじも同様に 46％増。輸入物は 18

％の増加。きわだの国内物が 47％増、めばちの国内物も 12% 

増となったが輸入物は 12％減少。平均価格では、まぐろの国

内物が 1,214円安の 2,210円、輪入物が 82円安の 3,457円、き

わだの国内物が 165円安の 667円、めばちの国内物が 141円安

の 1,993円、輸入物が 14円高の 1,486円となった。

冷まぐろ類は、取扱数量が前年比 8％の減少で 53,034 t、

平均価格では、 182円高の 1,599円となった。品目別には、き

わだが取扱数量を 30％伸ばしたが、めばちが 12％減とした。

平均価格では、ほんまぐろが 341円衛の 3,068円、きわだが 189

円高の 864円、めばちが 183円高の 1,174円となった。

(2)かつお

取扱数量は、前年比 5％の増加で 13,510t、平均価格では、39

円高の 577円となった。漁況が 5月上旬頃まで低調だったこと

で入荷が伸びなかったが、まき網によるまとまった水揚げが見

られるようになり入荷も増加した。 9月には、三陸近海に主漁

場が形成され竿釣り主体に今年最嵩の水揚げとなったことを受

け、入荷も本年最高となった。

(3) はまち

取扱数量は、前年比33％の減少で 7,855t、平均価格では、

153円高の 1,075円となった。 2月以降は毎月前年を下回る入

荷が続き、過去20年で最低の入荷量となった。

(4) まあじ

取扱数量は、前年比 2％の増加で 19,965t、平均価格では、 5

円高の 525円となった。前半は前年を上回る入荷が続いたが、

7月から 9月までは前年を下回る入荷となり価格も高値で推移

した。後半になると再び前年を上回る入荷があり、過去20年



で最高の入荷量となった。

(5) まいわし

取扱数量は、前年比 13％の増加で 11,442t、平均価格では、

84円安の 377円となった。 2月以降は毎月前年を上回る入荷

が続き、特に 7月～8月は、北部太平洋近海での好漁が目立ち、

大きく前年を上回る入荷となった。

(6)するめいか

生鮮物は、取扱数量が前年比 25％の増加で 15,047t、平均

価格では、 113円安の 453円となった。不漁だった前年をほぽ

毎月上回る入荷となり、特に 6月以降は、日本海での好漁を反

映し前年を大きく上回る入荷が続いた。

冷凍物は、取扱数量が前年比 15％の減少で 4,277 t、平均

価格では、 34円高の 297円となった。 12月を除き毎月前年

を下回る扱いとなった。

(7) さば

生鮮物は、毎月前年並みの順調な入荷があり、取扱数紐は前

年並みの 10,540 tと 2年続けて 1万トンを上回った。平均価

格では、 14円高の 506円となった。

冷凍物は、取扱量が前年比 6％の増加で 5,279 t、平均価格

では、 71％円安の 345円となった。

(8) さんま

取扱数量が前年比 14％の減少で 10,104t、平均価格では、

123円高の 630円となった。解凍物は昨年の不漁の影響で 7月

まで前年を下回る入荷が続いた。 8月から本格的な新物の入荷

がはじまったが、魚群の南下が遅く上漁場の北偏傾向が続いた

ため不安定な漁況となり、前年を下回る入荷となった。 9月、

1 0月は前年を上回ったが、 2年連続の不漁となり、新物全体

の入荷も前年を下回った。

(9) さけ•ます類

生鮮物は、取扱数量が前年比 9％の増加で 8,496t、平均価

格では、 35円安の 781円となった。品日別には、しろさけが 15

％減、ますが 40 ％減となったが、輪入さけ•ますが 19 ％増加

した。平均価格は、しろさけが 27円高の 545円、ますが 330

円高の 1,131 円、輸入さけ•ますが 115 円安の 820 円となった。

冷凍物は、取扱数量が前年比 15％の減少で 20,948t、平均

価格では、 36円高の 709円となった。品目別には、しろさけ

が 36％増、ますのすけが 79％増となったが、べにさけが 45

％減、ぎんさけが 24％の減少となった。平均価格は、しろさ

けが 12円高の 415円、ぺにさけが 55円安の 1,019円、ぎんさ

けが 96円高の 737円、ますのすけが 37円安の 691円となった。

(1 0) えび類

生鮮物は、取扱数量が前年比 1％の増加で 2,683t、平均価

格では、 120円安の 2,877円となった。品目別には、むきえび

が 10％増、しばえびが 51％増、まきえびが 16％の減となっ

た。平均価格では、まきえびが 705円高の 6,084円、しばえび

が493円安の 841円、むきえびが 50円安の 1,391円となった。

冷凍物は、取扱数量が前年比 9％の増加で 20,591 t、平均

価格では、 234円安の 1,618円となった。品目別には、あかえ

びが前年並み、インドネシア産が前年並み、インド産が 53% 

の増加となった。平均価格では、あかえびが 21円安の 1,222

円、インドネシア産が 312円安の 1,610円、インド産が 556円

安の 1,599円となった。

(1 1)加工品

取扱数量は、前年並みの 262,096 t、平均価格では、 7円安

の758円となった。

塩蔵品類では、さけ類が軒並み扱いを減らし、魚卵類はいく

らが 22％増加したが、類計では 7％減少し 35,759t、平均価

格は、 148円高の 1,488円となった。

塩干品類では、開干あじが 6％減、開干さんまが 17％減少

し、類計では 7％減少し、平均価格は、 5円高の 547円となっ

た。
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煮干製品類では、しらす干が 32％増、煮干いわしがJO％減

少し、類計では 14％増加し 15,501 t、平均価格は、 159円安

の 1,075円となった。

焼物製品類では、蒲焼うなぎが 40％増、白焼うなぎが｛が増

し、類計では、 28％増の 7,948tとなった。平均価格では、蒲

焼うなぎが 400円安の 1,610円、白焼うなぎが 517円安の 1,351

円、類計では 228円安の 1,416円となった。

素干品類では、干するめ（国内）が 31％減、身欠にしんが 17

％減少し、類計では、 13％減の 7,308tとなった。平均価格で

は、 31円安の 1,115円となった。

練製品類では、取扱数量が 3％減の 41,915t、平均価格が 19

円安の 517円となった。

褐煮品類では、煮たこが 15％増加、類計では 6％増の 9,678

t、平均価格では、煮たこが 262円安の 1,042円、類計では、 126

円安の 1,017円となった。

3 市場別取扱高

(1)築地市場

総取扱数量は 628,651tで前年比 101% (6,118 t増）と増加、

総取扱金額は、 584,996百万円で前年比 100% (2,340百万円増）

と前年並みとなった。大分類別に比較すると、取扱数量は、鮮魚

が 5% (1,656 t)増加し 163,687t、活魚が 5% (706 t)増加

し14,527t、貝類が 2% (853 t)減少し 45,923t、冷凍魚が

前年並み (793 t減）で 160,406t、淡水魚が 9% (224 t)減

少し 2,363 t、海藻類が 3% (236 t)減少し 6,707t、加工品

が前年並み(139 t減）で 235,037 tとなった。取扱金額は、鮮

魚が 2% (2,748百万円）増加し 159,922百万円、活魚が I%(174 

百万円）減少し 20,955百万円、貝類が前年並み (27百万円減）

で 42,732百万円、冷凍魚が I% (2,143百万円）増加し 179,505

百万円、淡水魚が 14% (544百万円）減少し 3,245百万円、海藻

類が I%(40百万円）増加し 3,001百万円、加工品が I%(1,846 

百万円）減少し 175,637百万円となった。

(2)足立市場

総取扱数量は 50,661 tで前年比％ ％ （1,944 t減）と減少、

総取扱金額は、 43,250百万円で前年比 96% (1,780百万円減）と

減少した。大分類別に比較すると、取扱数量は、鮮魚が 5% (673 

t)増加し 15,138t、活魚が 10% (61 t)減少し 560t、貝類

が 14% (751 t)減少し 4,614t、冷凍魚が 6% (737 t)減少

し10,650t、淡水魚が 7% (17 t)減少し 220t、海藻類が 17

% (120 t)減少し 586t、加工品が 5% (932 t)減少し 18,892

tとなった。取扱金額は、鮮魚が前年並み(IO百万円増）で 12,108

百万円、活魚が 11% (104百万円）減少し 798百万円、貝類が 9

% (367百万円）減少し 3,718百万円、冷凍魚が I% 041百万

円）減少し 10,871百万円、淡水魚が 14% (43百万円）減少し 267

百万円、海藻類が 16% (49百万円）減少し 266百万円、加工品

が7% (1,085百万円）減少し 15,222百万円となった。

(3)大田市場

総取扱数量は 36,861 tで前年比 92% (3,381 t減）と減少、

総取扱金額は、 34,249百万円で前年比 92% (3,014百万円減）と

減少した。大分類別に比較すると、取扱数量は、鮮魚が 10% (1,849 

t)減少し 16,281 t、活魚が 5% (70 t)減少し 1,256t、貝

類が 3% (81 t)減少し 2,451 t、冷凍魚が 10% (954 t)減

少し 8,140t、淡水魚が 15% (35 t)減少し 196t、海藻類が 10

% (42 t)減少し 370t、加工品が 4% (350 t)減少し 8,167

tとなった。取扱金額は、鮮魚が 9% (1,330百万円）減少し 13,320

百万円、活魚が 5% (97百万円）減少し 1,668百万円、貝類が 8

% (168百万円）減少し 2,052百万円、冷凍魚が 13% (1,274百

万円）減少し 8,842百万円、淡水魚が 29% (98百万円）減少し 241

百万円、海藻類が 5% (14百万円）減少し 270百万円、加工品

が前年並み (35百万円減）で 7,856百万円となった。
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4 卸売業者別取扱高

(1)築地市場

①大都魚類（株）

総取扱数量は 128,389tで前年比 103% (3,754 t増）と増加、

総取扱金額は、 118,894百万円で前年比 99% (619百万円減）と

減少となった。大分類別に比較すると、取扱数量は、鮮魚が 6%

(1,773 t)増加し 33,360t、活魚が 5% (196 t)増加し 3,794

t、貝類が I%(72 t)増加し 13,757t、冷凍魚が 4% (1,980 

t)増加し 50,093t、淡水魚が 10% (60 t)減少し 526t、海

藻類が前年並み (3t減）で 602t、加工品が I%(205 t)減

少し 26;1.57tとなった。取扱金額は、鮮魚が I%(388百万円）

増加し 32,864百万円、活魚が 2% (127百万円）減少し 5,475百

万円、貝類が 4% (414百万円）増加し 11,586百万円、冷凍魚が

前年並み(158百万円減）で 46,927百万円、淡水魚が 20% (179 

百万円）減少し 736百万円、海藻類が I%(2百万円）減少し 306

百万円、加工品が 4% (954百万円）減少し 21,001百万円となっ

た。

②中央魚類（株）

総取扱数量は 129,942tで前年比JOO% (351 t減）と前年並

み、総取扱金額は、 143,678百万円で前年比 IOI% (1,701百万円

増）と増加した。大分類別に比較すると、取扱数量は、鮮魚が 8

% (3,266 t)増加し 44,558t、活魚が4% (148 t)増加し 3,854

t、貝類が I%(89 t)減少し 9,504t、冷凍魚が 7% (3,093 

t)減少し 43,134t、淡水魚が 18% (125 t)減少し 572t、

海藻類が 13% (175 t)減少し 1,214t、加工品が I%(282 t) 

減少し 27,106tとなった。取扱金額は、鮮魚が 4% (1,429百万

円）増加し 41,985百万円、活魚が 2% (90百万円）増加し 5,615

百万円、貝類が I%(119百万円）減少し 9,333百万円、冷凍魚

が I%(822百万円）減少し 57,793百万円、淡水魚が 19% (166 

百万円）減少し 685百万円、海藻類が 8% (55百万円）減少し 612

百万円、加工品が 5% (1,343百万円）増加し 27,654百万円とな

った。

③東都水産（株）

総取扱数量は 119,607tで前年比 103% (3,591 t増）と増加、

総取扱金額は、 123,607百万円で前年比 102% (1,996百万円増）

と増加した。大分類別に比較すると、取扱数量は、鮮魚が 6% 

(1,964 t)増加し 36,376t、活魚が 10%(251 t)増加し 2,809

t、貝類が 5% (386 t)増加し 7,863t、冷凍魚が 3% (1,162 

t)増加し 37,537t、淡水魚が前年並み(It増）で436t、海

藻類が 4% (29 t)減少し 646t、加工品が前年並み(144t減）

で33,940tとなった。取扱金額は、鮮魚が I%(207百万円）増

加し 40,172百万円、活魚が 3% (130百万円）増加し 4,049百万

円、貝類が 7% (495百万円）増加し 7,896百万円、冷凍魚が 3

% (1,278百万円）増加し 40,189百万円、淡水魚が 8% (53百万

円）減少し 574百万円、海藻類が I%(4百万円）減少し 366百

万円、加工品が前年並み (57百万円減）で 30,362百万円となっ

た。

④築地魚市場（株）

総取扱数嚢は 118,728tで前年比JOO%(327 t減）と前年並み、

総取扱金額は、 98,267百万円で前年比 IOI% (1,021百万円増）

と増加した。大分類別に比較すると、取扱数量は、鮮魚が 2% (660 

t)増加し 33,065t、活魚が 4% (145 t)増加し 3,830t、貝

類が 6% (493 t)減少し 7,458t、冷凍魚が I%(314 t)減

少し 21,698t、淡水魚が 8% (50 t)減少し 567t、海藻類が 1

% (17 t)減少し 1,206t、加工品が I%(256 t)減少し 50,905

tとなった。取扱金額ば、鮮魚が 3% (850百万円）増加し 29,740

百万円、活魚が 4% (212百万円）減少し 5,576百万円、貝類が 4

% (299百万円）減少し 6,672百万円、冷凍魚が 9% (2,125百万

円）増加し 24,763百万円、淡水魚が 14% (139百万円）減少し 855

百万円、海藻類が前年並み (2百万円減）で 500百万円、加工品

が4% (1,302百万円）減少し 30,162百万円となった。

⑤第一水産（株）

総取扱数量は 50,778tで前年比 100% (142 t増）と前年並み、

総取扱金額は、 45,393百万円で前年比 98% (800百万円減）と

減少した。大分類別に比較すると、取扱数量は、鮮魚が前年並み

(6 t減）で 16,329t、活魚が 12% (32 t)減少し 241t、貝

類が 9% (728 t)減少し 7,342t、冷凍魚が 6% (529 t)減

少し 7,944t、淡水魚が 4% (9 t)増加し 261t、海藻類が 25

% (236 t)減少し 709t、加工品が 10% (1,664 t)増加し 17,952

tとなった。取扱金額は、鮮魚が I%(125百万円）減少し 15,162

百万円、活魚が 19% (54百万円）減少し 241百万円、貝類が 7

% (519百万円）減少し 7,245百万円、冷凍魚が 3% (281百万

円）減少し 9,832百万円、淡水魚が 2% (7百万円）減少し 395

百万円、海藻類が 8% (19百万円）減少し 208百万円、加工品

が2% (206百万円）増加し 12,310百万円となった。

⑥丸千千代田水産（株）

総取扱数嚢は 68,444tで前年比 101% (595 t増）と増加、総

取扱金額は、 43,994百万円で前年比 100% (80百万円減）と前

年並みとなった。大分類別に比較すると、取扱数量は、海藻類が 11

% (234 t)増加し 2,276t、加工品が I%(360 t)増加し 66,167

tとなった。取扱金額は、海藻類が 12% (104百万円）増加し 938

百万円、加工品が前年並み(184百万円減）で 43,056百万円とな

った。

⑦綜合食品（株）

総取扱数量は 12,764tで前年比 91% 0,286 t減）と減少、総

取扱金額は、 11,164百万円で前年比 93% (878百万円減）と減

少した。大分類別に比較すると、取扱数量は、海藻類が 15% (9 

t)減少し 54t、加工品が 9% (1,276 t)減少し 12,710tと

なった。取扱金額は、海藻類が 34% (18百万円）増加し 71百

万円、加工品が 7% (896百万円）で ll,093百万円となった。

(2)足立市場

①東京北魚（株）

総取扱数蓋は 19,376tで前年比 98% (373 t減）と減少、総取

扱金額は、 15,987百万円で前年比 99% (126百万円減）と減少

した。大分類別に比較すると、取扱数量は、鮮魚が 18% (674 

t)増加し 4,464t、活魚が 30% (68 t)減少し 159t、貝類

が 23% (504 t)減少し 1,694t、冷凍魚が I%(29 t)増加

し3,878t、淡水魚が 4% (3 t)減少し 72t、海藻類が 20% 

(49 t)減少し 199t、加工品が 5% (452 t)減少し 8,910t 

となった。取扱金額は、鮮魚が 12% (370百万円）増加し 3,453

百万円、活魚が 31% (101百万円）減少し 220百万円、貝類が 10

% (154百万円）減少し 1,426百万円、冷凍魚が 7% (251百万

円）増加し 4,068百万円、淡水魚が 17% (16百万円）減少し 77

百万円、海藻類が 17% (21百万円）減少し 105百万円、加工品

が6% (455百万円）減少し 6,638百万円となった。

②大都魚類（株）千住支社

総取扱数量は 16,928tで前年比 97% (548 t減）と減少、総取

扱金額は、 14,404百万円で前年比 96% (576百万円減）と減少

した。大分類別に比較すると、取扱数量は、鮮魚が 5% (269 t) 

増加し 5,670t、活魚が 9% (15 t)増加し 194t、貝類が 9%

(139 t)減少し 1,405t、冷凍魚が 12% (540 t)減少し 3,814

t、淡水魚が 4% (2 t)減少し 67t、海藻類が 10% (21 t) 

減少し 186t、加工品が 2% (131 t)減少し 5,592tとなった。

取扱金額は、鮮魚が 3% (127百万円）減少し 4,512百万円、活

魚が 1% (4百万円）増加し 276百万円、貝類が 7% (85百万円）

減少し 1,168百万円、冷凍魚が 8% (302百万円）増加し 3,671

百万円、淡水魚が 7% (6百万円）減少し 83百万円、海藻類が 1

% (I百万円）減少し 76百万円、加工品が I%(59百万円）減

少し 4,618百万円となった。

③中央魚類（株）千住支社

総取扱数量は 14,357tで前年比 93% (1,022 t減）と減少、総

取扱金額は、 12,860百万円で前年比 92% (1,077百万円減）と減



少した。大分類別に比較すると、取扱数量は、鮮魚が 5% (270 

t)減少し 5,004t、活魚が 4% (IO t)減少し 206t、貝類が 7

% (107 t)減少し 1,516t、冷凍魚が 7% (226 t)減少し 2,958

t、淡水魚が 12%(llt)減少し 82t、海藻類が 20% (50 t) 

減少し 201t、加工品が 7% (349 t)減少し 4,390tとなった。

取扱金額は、鮮魚が 5% (232百万円）減少し 4,144百万円、活

魚が 2% (6百万円）減少し 303百万円、貝類が 10% (129百万

円）減少し 1,123百万円、冷凍魚が 3% (88百万円）減少し 3,133

百万円、淡水魚が 17% (22百万円）減少し 106百万円、海藻類

が 24% (27百万円）減少し 85百万円、加工品が 13% (572百

万円）減少し 3,966百万円となった。

(3)大田市場

①東京大田負市場（株）

総取扱数量は 21,195tで前年比 96% (952 t減）と減少、総取

扱金額は、 20,367百万円で前年比 96% (927百万円減）と減少

した。大分類別に比較すると、取扱数量は、鮮魚が 5% (476 t) 

減少し 10,006t、活魚が 7% (21 t)増加し 350t、貝類が 5

% (67 t)減少し 1,200t、冷凍魚が 4% (240 t)減少し 5,125

t、淡水魚が 20% (24 t)減少し 92t、海藻類が 8%(17t)

減少し 188t、加工品が 3%(151 t)減少し 4,234tとなった。

取扱金額は、鮮魚が 5% (473百万円）減少し 8,814百万円、活

魚が 2% (8百万円）増加し 490百万円、貝類が 7%(89百万円）

減少し 1,100百万円、冷凍魚が I% (78百万円）減少し 5,510百

万円、淡水魚が 40% (72百万円）減少し 110百万円、海藻類が 1

% (3百万円）減少し 196百万円、加工品が 5% (221百万円）

減少し 4,146百万円となった。

②大都彙類（株）大田支社

総取扱数量は 15,666tで前年比 87% (2,429 t減）と減少、総

取扱金額は、 13,882百万円で前年比 87% (2,087百万円減）と減

少した。大分類別に比較すると、取扱数量は、鮮魚が 18% (1,373 

t)減少し 6,275t、活魚が 9% (91 t)減少し 906t、貝類が 1

% (14し）減少し 1,251t、冷凍魚が 19% (715 t)減少し 3,015

t、淡水魚が 10% (I I t)減少し 104t、海藻類が 12% (26 

t)減少し 182t、加工品が 5% (199 t)減少し 3,933tとな

った。取扱金額は、鮮魚が 16% (857百万円）減少し 4,506百万

円、活魚が 8% (105百万円）減少し 1,178百万円、貝類が 8%

(80百万円）減少し 951百万円、冷（（（魚が 26% (1,196百万円）

減少し 3,332百万円、淡水魚が 16% (25百万円）減少し 132百

万円、海藩類が 13% (11百万円）減少し74百万円、加工品が 5

% (187百万円）増加し3,710百万円となった。

5 買付比率

全体の買付比率は、取扱数量が 510％と前年を1.9ポイント上

回り、取扱金額が 50.9％と前年を 1ポイント上回った。市場別

では、築地巾場が取扱数量で512％と前年を 2ポイント上回り、

取扱金領で 50.1％と前年を 11ポイント上回った。足立市場が取

扱数量で 449％と前年を 0.6ポイント上回り、取扱金額で 52.6

％と前年を 04ポイント上回った。大田市場が取扱数量で 55.1% 

と前年を 12％上回り 、取扱金額で 618％と前年を 0.8ポイント

上回った。

卸売業者別には次の及のとおり

卸売業者別買付比率

------
罰

平成II年
給 計 51.0 
（築地市場） 512 
大瓢魚難 503 
1 l 央魚闘 48.7 
Ill水産 47.8 
：地魚市場 42 5 
ー水産 403 
丸千千代田水産 86 9 
綜€ 食品 52.2 
（足立市●） 449 
璽r J: 北急 44.4 
大1"鼠＂・千住 468 
にロヽ 彙＂・千住 43.5 
（大田 市 I) 551 
•t 大田魚市場 57 5 
つ9＇魚類・大田 51 9 

6 出荷地別取扱高

(1)総取扱高

閲駒• ＇り 攪令
平成10年畢 平成11年 平成10年
49 1 1.9 50 9 49.9 
49.2 2.0 501 490 
47.2 31 47 8 464 
488 -01 49.7 49 t 
461 1.7 46.7 45.5 
391 34 409 39 6 
382 2.1 44.2 42.8 
844 25 89 7 88 3 
52 8 -06 67.1 66.2 
443 06 52.6 522 
42.8 1.6 57.9 56 7 
46.4 0.4 50.5 49.5 
43 9 -0.4 48.4 500 
53 9 12 61.8 61 0 
55 3 22 648 63 3 
52.1 -0.2 57.2 57 9 
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耀

甍

1 0 
11 
1.4 
06 
1 2 
1 3 
1 4 
1 4 
09 
04 
1 2 
1.0 
-16 
08 
1 5 
-07 

都道府県別の取扱数量のペスト 10は、 1位東京・ 2位静岡・ 3

位千葉• 4 位宮城• 5 位北海道・ 6 位青森・ 1 位愛知• 8位＝．亘

• 9位神奈川・ 10位茨城となり、 1位から 6位までは前年と同

順位、愛知が 9位から 7位に上がり、茨城がペスト 10入りし

た。 取扱金額のペスト 10は、 1位東京・ 2位静岡・ 3位北海

道・ 4 位千葉． 5 位宮城． 6 位青森• 7 位神奈川• 8位三霞． 9

位愛知・ 10位大阪となった。

(2)鮮魚取扱高

取扱数量では、 1位東京・ 2位千葉・ 3位宮城・ 4位北海道・ 5

位青森• 6 位愛媛• 7 位福岡• 8 位静岡• 9位三亘・ 10位長崎

となった。青森と愛媛が入れ替わり、静岡が順位を上げた。

(3)冷凍魚取扱高

取扱数量では、 1位東京・ 2位静岡・ 3位大阪・ 4位宮城． 5

位青森． 6位神奈JI!• 7 位千葉• 8位北海道・ 9位愛知・ 10位

岩手となった。大阪が前年 7位から 3位に順位を上げた。

(4)加工品取扱高

取扱籠では、 1 位東京・ 2 位千葉・ 3 位静岡• 4位北海逍． 5

位宮城• 6 位茨城・ 7 位愛知• 8位福島・ 9位兵庫・ 10位神奈

川となった。茨城が 8位から 6位に順位を上げ、兵庫、神余川

が入れ替わった。
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表 1 年次別取扱高

平成11 

716,173 
100.1 

662,495,686 
99.6 

715,380 
100.0 

664,949,765 
96.3 

715,250 
98.6 

690,674,765 
99.1 

725,624 
98.3 

696,941,817 
102.5 

平成 7
738,236 
96.8 

680,172,945 
95.4 

表 2-1 年次別魚種別取扱数箪

年次 平成11年 平成10年 平成9年 平成8年 平成7年
魚穫 数量 構成比 数量 構成比 数量 構成比 数量 構成比 数量 構成比 11年
総 数 716,173 1000 715,380 100.0 715,250 1000 725,624 100.0 738,236 1000 1001 
•三 魚 195,106 27.2 188 626 26 4 192 221 26.9 183,138 25.2 191 772 26.0 103.4 
活 魚 16344 23 15 767 2.2 14 349 2.0 13,995 1.9 14,650 2.0 103 7 
I 類 52,989 74 54,674 7.6 56077 7.8 57 631 7.9 56,149 7.6 96 9 
沖凍魚 179,196 25 0 181 681 25.4 176,770 24.7 186,010 25 6 191 581 26.0 98 6 
；•し水魚 2 779 04 3 055 0.4 3 469 0.5 4185 0.6 4 305 0.6 91.0 
屯菫翡 7 664 11 8060 1.1 7 768 1.1 7 761 1.1 7 599 1.0 951 
加工品 262,096 36.6 263,518 368 264,595 37.0 272,904 37.6 272,181 36.9 99.5 

7叩？て

表 2-2 年次別魚種別取扱金領

年次 平成11年 平成10年 平成9年 平成8年 平成7年
魚種 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 ｀印比 金額 構成比 11年
認 蜃I 662,496 100.0 664,950 100.0 690,675 100.0 696,942 100.0 680,173 1000 99 6 

• 黛 185 351 28.0 183 923 27.7 189 533 27.4 187 659 26.9 185410 27.3 1008 
活 魚 23 422 3.5 23 796 3.6 25 564 3.7 25 190 3.6 24161 3.6 984 

白 48 501 7.3 49063 74 51 482 7.5 51 848 7.4 52141 7.7 98 9 
、9凍魚 199 218 30.1 198 489 29.9 207118 30.0 208 194 29.9 196 972 29.0 100.4 
汎水魚 3 753 0.6 4438 0.7 4 950 0.7 5 386 0.8 5 455 0.8 846 
豆草類 3 537 0.5 3 560 0.5 3157 0.5 3073 0.4 2 986 0.4 99.4 
加工品 198,714 300 201,681 303 208,871 30.2 215,593 30.9 213,047 31.3 98.5 

表2-3 年次別魚種別平均価格

年次 平岱11年 平成10年 平成9年 平成8年 平成7年
魚穫 価格 前年比 価格 前ヰ比 価格 1前年比 価格 1前年比 価格 前年比
総 数 925 995 930 96.3 966 100.5 960 104.2 921 98.6 
量 魚 950 97.4 975 98.9 986 962 1 025 106.0 967 95.4 
活 魚 1433 95.0 1 509 84.7 1,782 99.0 1800 109.1 1 649 93.1 
t 類 915 102.0 897 97.7 918 102.0 900 96.9 929 96.3 
｝ぅ凍魚 1112 101.8 1 093 93.2 1172 104.7 1119 108.9 1 028 100.7 
注水魚 1 350 93 0 1453 101.8 1 427 110.9 1 287 101.5 1 267 90.4 
ぅ草類 462 104.5 442 108.7 406 102.7 396 100.7 393 100.5 
加工品 758 99.1 765 97.0 789 99.9 790 100.9 783 100.5 

（単位：トン・千円・％）

言
（単位：トン・％）

前 年 比 指数
10年 9年 8年 7年 2年＝100
1000 98 6 98 3 968 85 
98.1 1050 95 5 104.2 113 
109 9 102.5 95 5 105.4 130 
97 5 97.3 102.6 99.6 87 
102 8 950 97.1 89.3 63 
88.1 82 9 97.2 112.9 66 
103 8 100.1 102.1 98.3 99 
99.6 970 100.3 96.4 87 

（皐位：百万円・％）

前 年 比 指数
10年 9年 8年 7年 2年ー100
96 3 99.1 102.5 95.4 79 
97.0 101.0 101.2 99.4 96 
931 101.5 104.3 98.1 88 
95.3 99 3 99.4 95.9 77 
95 8 99.5 105 7 89 9 65 
89.7 91 9 98 7 102.1 67 
112.8 102.8 102.9 98.7 112 
96.6 96.9 1012 96.9 80 

（単位：kg／円・％）

i t平成2年(1990)指n
11年 10年 9年 8年 7年
93 93 97 96 93 

86 88 89 92 87 
68 71 84 85 78 
89 88 90 88 91 
104 102 109 104 96 
103 110 108 98 96 
114 109 101 98 97 
93 94 97 97 96 
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表 3-1 市場別・年次別取扱数最
（単位：トン・％）

年次 平成11年 平成10年 平成9年 平成8年 平成7年

市場 区分 I構成比 I構成比 構成比 l構成比 I構成比

総数
数量 716,173 100.0 715,380 100.0 715,250 100.0 725,624 100.0 738,236 100.0 
前年比 100.1 100.0 98.6 98.3 96.8 

築地
数 量 628 651 87.8 622 533 87.0 620,958 86.8 628 567 86.6 640,292 86.7 
前年比 101.0 100.3 98.8 98.2 96.1 

足立
数 量 50,661 7.1 52,605 7.4 53,887 7.5 57,272 7.9 58.456 7.9 
前年比 96.3 97.6 94.1 98.0 100.8 

大田 数 量
36 861 5.1 40242 5.6 40,405 5.6 39 786 5.5 39,488 5.3 

前年比 91.6 99.6 101.6 100.8 101.8 

表 3-2 市場別・ 年次別取扱金額
（単位：百万円・％）

年次 平成11年 平成10年 平成9年 平成8年 平成7年
市場 区分 構成比 構成比 構成比 I構成比 構成比

総数
金額 662 496 100.0 664 950 100.0 690,675 100.0 696 942 100.0 680173 100.0 
前年比 99.6 96.3 99.1 102.5 95.4 

築地
金額 584 996 88.3 582 656 87.6 605,913 87.7 610,378 87.6 596193 87.7 
前年比 100.4 96.2 99.3 102.4 95.2 

足立
金額 43,250 6.5 45,030 6.8 47,616 6.9 49,747 7.1 48,835 7.2 
前年比 96.0 94.6 95.7 101.9 96.6 

大田 金額
34249 5.2 37,263 5.6 37,146 5.4 36,817 5.3 35,145 5.2 

前年比 91.9 100.3 100.9 104.8 97.7 


